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「練習問題 2」略解
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となる．この最後のベクトルは固有値 1の固有ベクトルとなっている．すなわち, Ev0 が何
であっても Evn D M n Ev0 は固有値 1の固有ベクトルに収束する．

一方 p D q D 1のときはM 2k D I , M 2kC1 D M ¤ I となり， lim
n!1 M n は存在しない．

4 上の問題で p D q D 1

2
の場合である．この場合，最終的には任意のベクトルは
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のスカラー倍に収束する．これは情報が正しく伝わる確率と逆に伝わる確率が等しくなるこ
とを意味する．これは，伝えられた情報の意味が次第になくなっていくことを意味する．


